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ウドゥンバラ スリランカ 英語教育 広島大学教育
学研究科
SYAFIQ FALIQ BIN AKFAN シャフィク マレーシア 芸術学 広島大学総合
科学研究科
DEVILLE CACERES, DIEGO 
ARTURO 




サムエル ウガンダ 電気電子工学 広島大学工学
研究科
XEDZRO, CHRISTIAN クリスチャン ガーナ 食品工学 広島大学生物
圏科学研究科
NGUYEN THI LAN NGAN ガン ベトナム 教育学 広島大学教育
学研究科
第67期（2018年10月〜2019年3月）[10名] 
氏名 呼び名 国籍 専攻 大学研究科








ゴンザレス メキシコ 機械物理工学 広島大学工学
研究科
JAHARN, THAENKAI テン タイ 機械物理工学 広島大学工学
研究科






スリ インド 機械物理工学 広島大学工学
研究科 
LUPITASARI, PUTRIDIAH ピタ インドネシア 化学工学 広島大学工学
研究科 
LUGINA, FIKRY PURWA ウギ インドネシア 環境工学 広島大学工学
研究科 
HIMAYA, ANDI NADIA ナディア インドネシア 輸送環境システム 広島大学工学
研究科 
AL HALABI WALAA 
SHERIF MOHAMMED  





専任	 	 中川正弘	 深見兼孝	 柳本大地 
非常勤	 伊ヶ崎泰枝	 後藤美知子	 佐藤道雄	 杉本雅恵	 渡辺久美 
 
第67期（2018年10月〜2019年3月） 
専任	 	 中川正弘	 チャン, サリ 	ー 深見兼孝	  
非常勤	 伊ヶ崎泰枝	 後藤美知子	 佐藤道雄	 杉本雅恵	 渡辺久美 
 
第66期（2018年4月〜2018年9月）予定表	
 行事・試験など 見学 備考 







4/9 – 4/13    
4/16 – 4/20    
4/23 – 4/27  4/27(金) 
広島見学 
 




− 22 − − 23 −
5/5(土)こどもの日（祝日） 
5/7 – 5/11    
5/14 – 5/18    
5/21 – 5/25    
5/28 – 6/1 5/31(木)中間テスト2 6/1(金)宮島見学  
6/4 – 6/8    
6/11 – 6/15    
6/18 – 6/22    
6/25 – 6/29    
7/2 – 7/6    
7/9 – 7/13    
7/16 – 7/20   7/16(月)海の日（祝日） 
7/23 – 7/27    
7/30 – 8/1 7/31(火)期末テスト 8/1(水) 
マツダ見学 
 
8/2 – 8/31 夏休み 





 行事・試験など 見学 備考 





10/8 – 10/12 10/9(火)授業開始  10/8(月)体育の日（祝日） 
10/15 – 10/19    
10/22 – 10/26  10/26(金) 
広島見学 
 
10/29 – 11/2 11/2(金)中間テスト1  11/3(土)文化の日（祝日）  
11/5 – 11/9    
11/12 – 11/16    
11/19 -11/23   11/23(金)勤労感謝の日（祝日） 
11/26 – 11/30  11/30(金)  
− 22 −
− 22 − − 23 −
宮島見学 
12/3 – 12/7    
12/10 – 12/14 12/14(金)中間テスト2   
12/17 – 12/21    
12/24 – 1/4 冬休み 
1/7 – 1/11    
1/14 – 1/18   1/14(月)成人の日（祝日） 
1/21 – 1/25  1/25(金) 
マツダ見学 
 
1/28 – 2/1    
2/4 – 2/8    
2/11 – 2/15   2/11(月)建国記念の日（祝日） 
2/18 – 2/22 2/22(金)期末テスト   











開 設 学期別週授業時数 受講登録者数
授 業 科 目
単位数 前 期 後 期 前 期 後 期
総合日本語初級ⅠＡ １・１ ２ ２ 35 41
総合日本語初級ⅠＢ １・１ ２ ２ 30 46
総合日本語初級ⅠＣ １・１ ２ ２ 36 38
総合日本語初級ⅠＤ １・１ ２ ２ 31 37
総合日本語初級ⅡＡ １・１ ２ ２ 19 24
総合日本語初級ⅡＢ １・１ ２ ２ 19 22
総合日本語初級ⅡＣ １・１ ２ ２ 18 21
総合日本語初級ⅡＤ １・１ ２ ２ 18 19
総合日本語中級ⅠＡ １ ２ 21
総合日本語中級ⅠＢ １ ２ 30
総合日本語中級ⅠＣ １ ２ 19
総合日本語中級ⅠＤ １ ２ 21
総合日本語中級ⅠＥ １ ２ 24
総合日本語中級ⅠＦ １ ２ 19
総合日本語中級ⅡＡ １ ２ 22
総合日本語中級ⅡＢ １ ２ 20





− 24 − − 25 −
日本語聴解特別演習Ａ １ ２ 27
日本語聴解特別演習Ｂ １ ２ 17
日本語分析特別演習Ａ １ ２ 33
日本語分析特別演習Ｂ １ ２ 29
論文作成法Ａ １ ２ 39
論文作成法Ｂ １ ２ 16
日本語語彙特別演習Ａ １ ２ 22
日本語語彙特別演習Ｂ １ ２ 21
映像日本語特別演習Ａ １ ２ 32
映像日本語特別演習Ｂ １ ２ 27
* ビジネス日本語Ｂ １ ２ 15
日本語･日本文化特別研究ⅠＡ ４ 4 2
日本語･日本文化特別研究ⅠＢ ４ 4 1
日本語･日本文化特別研究ⅠＣ ４ 4 2
日本語･日本文化特別研究ⅡＡ ４ ４ 2
日本語･日本文化特別研究ⅡＢ ４ ４ 2
日本語･日本文化特別研究ⅡＣ ４ ４ 1
* ３ターム開設
・霞キャンパス
開 設 学期別週授業時数 受講登録者数
授 業 科 目
単位数 前 期 後 期 前 期 後 期
総合日本語初級ⅠＡ １・１ ２ ２ 6 6
総合日本語初級ⅠＢ １・１ ２ ２ 8 11
総合日本語初級ⅡＡ １・１ ２ ２ 4 5
− 25 −









































































































− 28 − − 29 −
・レベル４
授業科目 総合日本語中級ⅡＡ・ⅡＢ
































− 30 − − 31 −
授業科目 総合日本語中級ⅡＤ・ⅡＥ

















































内 容 第 1回 ～第 7回 金融
第 8回～ 第 9回 政 治・行 政
































































































































内 容 第 1回 紹介 する /名刺 交換な ど、
第 2回～ 第 3回 あい さつを する
第 4回～ 第 5回 電話 をかけ る・ 受ける 、
第 6回～ 第 7回 注意 をする ・注 意を受 ける 、
第 8回 中間試 験、
第 9回～ 第 10回 頼 む・断 る、








− 36 − − 37 −
・特定研究
授業科目 日本語・日本文化特別研究Ⅰ




























目 標 かな及び基本的な漢字の読み方・書き方、初歩的な文法を習得させ る。


















テキスト 『Basic Japanese for Students はかせⅡ』（スリーエーネットワーク）
成績評価 発表討論への参加・試験
− 38 −






開 設 学期別週授業時数 受講登録者数
授 業 科 目
単位数 前 期 後 期 前 期 後 期
Elementary Japanese I A ２ ２ 15
Elementary Japanese I B ２ ２ 9
Elementary Japanese I C ２ ２ 12
Elementary Japanese I D ２ ２ 13
Elementary Japanese II A ２・２ ２ ２ 0 16
Elementary Japanese II B ２・２ ２ ２ 0 16
Elementary Japanese II C ２・２ ２ ２ 0 16
Intermediate Japanese I A ２ ２ 29
Intermediate Japanese I B ２ ２ 28
Intermediate Japanese I C ２ ２ 46
Intermediate Japanese I D ２ ２ 9
Intermediate Japanese I E ２ ２ 10
Intermediate Japanese I F ２ ２ 6
* Intermediate Japanese I G －１ １ ２ 34
**Intermediate Japanese I G －２ １ ２ 29
Intermediate Japanese II A ２ ２ 71
Intermediate Japanese II B ２ ２ 72
Intermediate Japanese II C ２ ２ 53
Intermediate Japanese II D ２ ２ 24
Intermediate Japanese II E ２ ２ 25
− 39 −
− 40 − − 41 −
Intermediate Japanese II F ２ ２ 23
* Intermediate Japanese II G －１ １ ２ 49
**Intermediate Japanese II G －２ １ ２ 52
Advanced Japanese A (Listening) ２ ２ 40
Advanced Japanese B (Listening) ２ ２ 36
Advanced Japanese A (Analysis) ２ ２ 49
Advanced Japanese B (Analysis) ２ ２ 42
Academic Writing A ２ ２ 41
Academic Writing B ２ ２ 46
Advanced Japanese A (Lexical) ２ ２ 50
Advanced Japanese B (Lexical) ２ ２ 45
Advanced Japanese A (Cinema) ２ ２ 27
Advanced Japanese B (Cinema) ２ ２ 36
*Business Japanese B －１ １ ２ 37








授業科目 Elementary Japanese I A・I B・I C・I D































− 42 − − 43 −
・レベル３

































− 42 − − 43 −
































− 44 − − 45 −















テキスト 『聞いて覚える話し方 日本語生中継 初中級編1』(くろしお出版)
成績評価 発表討論への参加・試験・宿題















テキスト 『聞いて覚える話し方 日本語生中継 初中級編1』(くろしお出版)
成績評価 発表討論への参加・試験・宿題
− 44 −
− 44 − − 45 −
・レベル４
授業科目 Intermediate Japanese II A・II B















授業科目 Intermediate Japanese II C
















− 46 − − 47 −


















授業科目 Intermediate Japanese II F
















− 46 − − 47 −
















テキスト 『聞いて覚える話し方 日本語生中継 中上級編』(くろしお出版)
成績評価 発表討論への参加・試験・宿題
















テキスト 『聞いて覚える話し方 日本語生中継 中上級編』(くろしお出版)
成績評価 発表討論への参加・試験・宿題
− 47 −
− 48 − − 49 −
・レベル５
授業科目 Advanced Japanese A (Listening)
担当教員 深見 兼孝
目 標 ラジオドラマの日本語を聞き取る力を養成する。









授業科目 Advanced Japanese B (Listening)
担当教員 深見 兼孝
目 標 講演の日本語の内容を聞き取る能力を身につける。








− 48 − − 49 −





























− 50 − − 51 −

























− 50 − − 51 −





























− 52 − − 53 −






























− 52 − − 53 −





























































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（担当者）	
10月	
	 4日	 開講式	
	 	 オリエンテーション	 中川	 	
	 6日	 プレイスメント・テスト1	
	 13日	 プレイスメント・テスト２	
	 20日	 広島見学１（広島城・平和公園）	 石原	
	 27日	 特別講義「音声学」	 石原	
	
11月	
	 10日	 広島見学２（現代美術館/放射線影響研究所）	 中川	
	 17日	 特別講義「現代日本語の語彙	I」		 田村	
	 24日	 特別講義「日本語と文体I」	 中川	
	
12月	
	 	 1日	 宮島見学	 石原	
	 8日	 特別講義「現代日本語の語彙II」	 田村	
	 15日	 特別講義「俳句入門」	 浮田	
	 22日	 マツダ見学	 石原	
	
	1月	
	 12日	 特別講義「第二言語としての日本語の習得」	 畑佐	
	 19日	 特別講義「グローバル社会における日本の大学と地域」	 恒松	
	 26日	 特別講義「インド仏教と日本文化」	 本田	
3月	







































	 平成10年 10月の「日韓共同宣言」、平成12年 8月に文部省より通知のあった「日韓
共同理工系学部留学生事業実施要項」、同年 8 月に決定された「広島大学日韓理工系学
部留学生事業」実施要項および「広島大学日韓理工系学部留学生事業」入学前予備教育






























































− 58 − − 59 −
  
時間割	





	 	 	 	 坂田	
2	
	 	 日本語中級A	 	 数学	 日本語中級B	 日韓比較文化論	















深見	 松尾	 渡邉	 中川	 	 	
5	
	 	
















W1 10/7-10/13 9 体育の日 終日 広島見学（広島城・平和公園） 月なし 
W2 10/14-10/20    
W3 10/21-10/27    
W4 10/28-11/3 3 文化の日   
W5 11/4-11/10    
W6 11/11-11/17    
W7 11/18-11/24 23 勤労感謝の日  金なし 
W8 11/25-12/1  終日 宮島見学  
W9 12/2-12/8    
W10 12/9-12/15  マツダ見学  
W11 12/16-12/22    
W12 12/23-12/25 23 天皇誕生日  月なし 
   冬休み（12/26-1/4）   
W12 1/6-1/12    
W13 1/13-1/19 14 成人の日  月なし 
W14 1/20-1/26    
W15 1/27-2/2    
Ｗ16 2/3-2/9    
Ｗ17 2/10-2/16 11 建国記念日   
W18  春休み（2/14- ）   
 3 月中下旬 修了式   
− 59 −






	 1993 年に日米文化教育交流会議 (The United States - Japan Conference on Cultural 
and Educational Interchange : 通称カルコン CULCON) が開催され日米間の学生交流の
促進が謳われ,政府支援の下,1995‐96 年に8国立大学が短期学生交流プログラムを開始し
た。広島大学短期交換留学プログラム（Hiroshima University Study Abroad Program, 以
下 HUSA プログラム）は,その 8 国立大学の１つとして,1996 年に開始され,これまで積極
的に学生交流を促進してきた。よって,当初の本学の短期交換留学プログラムの目的は,米国
の高等教育機関との交流を中心とするものであった。しかし,プログラムは徐々に拡大し,
現在は,世界中に点在する協定大学 94 大学及び 2 コンソーシアム（University Studies 












本学が積極的に参加している大学間コンソーシアムの INU(International Network of 
Universities) を活用し,アメリカの大学の教授によるオンライン・ビデオ講義を駆使した国
際教養科目を開講し,本学の派遣留学予備軍の養成を目指している。 
さらに,2000 年より,コンソーシアム型学生交流の促進を目指し UMAP (University 
Mobility in Asia and Pacific) 事業に参加し,留学した学生の単位互換をより公平,且つ正確
に行うため UMAP が開発した UCTS（UMAP 単位互換方式,UMAP Credit Transfer 
Scheme）を採用し,全協定大学に対する本学の教育プログラムの透明性と互換性を高めて
− 60 −
− 60 − − 61 −









































し,UMAP の単位互換方式であるUCTS を導入し,単位互換を促進する。 
 
II. 2018-2019 年度HUSA プログラム留学生受け入れ状況 
	 2018-2019 年度は 53 名の留学生を受け入れた。期間は,殆どの学生が１年間の滞在を希望
しており,男女別で見ると 2018-2019 年度 HUSA プログラムに参加した学生数は,男子学生
22 名,女子学生 31 名であった。 
 
III. 2018-2019 年度HUSA プログラム受け入れに関する業務及び活動内容 
u 申請と選考 























	 2019 年 2 月には, 「グローバル化支援インターンシップ」を受講する留学生インタ
ーンが担当教員の指導のもと呉市倉橋町で開催される「倉橋フェスティバル」に参加
し,地域行政の協力を得て国際交流企画に挑戦した。訪問者 12, 000 人と言われる商業
祭において地域住民と留学生の交流の場を留学生の企画により実現する貴重な国際的









u 「グローバル化支援インターンシップ」    
	 2003 年度より春学期に「HUSA インターンシップ」コースを開設して以来,毎年イ
















































− 64 − − 65 −
目指している。広島県立日彰館高等学校による「日彰館高校グローカル人材育成プロ




u HUSA 広報活動 




ての最新情報を提供している。2014 年 5 月にはHUSA フェイスブックを立ち上げ最新
のニュース提供を行っている。また担当教員の研究ホームページにおいて HUSA プロ
グラムの授業や国際教育・異文化間教育等の分野に関する研究の紹介をしている。 






IV. 2018-2019 年度HUSA プログラム派遣留学に関する活動 
	 本学からの留学生派遣事業に関しては,本年度も 2017 年 12 月下旬に応募者の選考試験
を行い,2018 年 1 月上旬には短期留学交流部会で選考を行った。2-3 月には,協定大学への申











− 66 − − 67 −
ルビア,ドイツ,フィンランド,フランス,ポーランド,リトアニア,ロシア,コロンビアにある 93
の協定大学から交換学生を受入れ,同時にそれらの大学へ,本学に在籍する学生を派遣して































− 66 − − 67 −
４．出願書類提出先及び締切り 












V. 2018-2019 年度 HUSA 留学生派遣事業の実績 
2018 年度の短期交換留学生派遣に関しては,30 名を推薦し,アメリカ,カナダ,イギリス,
スウェーデン,ドイツ,フィンランド,フランス,スペイン,韓国,インドネシア,フィリピン,,ニ





り,2018 年度は,7 大学（韓国 3 校,ロシア 2 校,台湾 1 校,香港 1 校）へ合計 17 名を派遣した。
派遣規模は,年々拡大しており,受入れ超過傾向にある協定大学への通常の 1 学期または 1
年間の派遣を含め,今後も継続して派遣を拡大していく計画である。 
 
VI. HUSA 留学生派遣事業の活動状況 






− 68 − − 69 −








































 4月 ＊University Studies Abroad Consortium (アメリカ, USAC)よりディレクター表敬訪問 
 5月 ＊Loyola University Chicago (アメリカ) 国際オフィスより表敬訪問 
	 	  ＊Minnesota State University 国際オフィスより表敬訪問 
＊広島大学附属高等学校スーパーサイエンス・ハイスクール運営指導委員会出席 
  （恒松） 
 8月 ＊広島県立日彰館高等学校訪問「日彰館高校グローカル人材育成プログラム120 吉舎おも 
  	 てなしプラン国際交流行事」会議（恒松） 
 9月 ＊University of Helsinki （フィンランド）訪問	 （恒松） 
 11月 ＊University of Minnesota（アメリカ）国際オフィスより表敬訪問 
＊「地域と協働で創る多文化共生社会」公開国際セミナー開催（「グローバル化支援イン 
  	 ターンシップ」）（広島大学国際センター）（恒松） 
  ＊広島県立日彰館高校グローカル人材育成プログラム120  - 吉舎おもてなしプラン - 
  「広島大学短期交換留学プログラム留学生との国際交流会」企画・司会 （恒松）  
2019年 
 1月 ＊広島大学附属高校スーパーサイエンス・ハイスクール「科学英語表現」英語合宿における 
  「異文化理解セミナー」講師（恒松） 
＊Cardiff University（イギリス）日本語コースより表敬訪問(Dr. Christopher Hood) 
 2月 ＊呉市倉橋町「倉橋フェスティバル」における「グローバル化支援インターンシップ」実習 
  （恒松） 










荒 見	 泰 史 











	 夏期（台湾）	 7 月 3 日〜7 月 18 日 12 名 
	 	 	 （中国）	 7 月 20 日〜8 月 4 日 67 名 
	 	 	 （非漢字圏）8 月 18 日〜9 月 2 日 20 名 
	 冬期（台湾）	 1 月 13 日〜1 月 28 日 10 名 
	 	 	 （中国）	 1 月 20 日〜2 月 3 日 86 名 ＋引率教員 1 名 





して 2017 年 10 月より提供を開始したものである。大学院教育学研究科特別支援教育学講
座・附属特別支援教育実践センターと共同し、身体等に障害のある学生の修学支援を行っ
ているアクセシビリティセンターの協力を得て実施し、春には聴覚障害者 8 名と引率教員
２名、秋には視覚障害者 8 名と引率教員 2 名とを受け入れることができた。 
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長春大学特別支援	（春期）	 5月12日～19日	 8名	＋引率教員 2 名	








	 今年度は台湾の普台高校から申し入れがあり、来日・出国をあわせて 16 日間の日程で
研修内容を組んで実施した。中学生を含む 30 名の生徒（中学 3 年生 11 名、高校 1 年 15






























力強化プログラム」事業の一環とも位置付けられている。今年度は、2019 年 3 月 17 日〜













	 広島特別研修 6 月 23 日 17 名 
 内訳： ラトガーズ大学 10 名 ＋引率教員 1 名 
  立命館大学 7 名 ＋引率教員 1 名 
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2018 年度 PEACE 学生交流プログラム 
	
永井  敦  
 
〇プログラムの概要 





間交流を進める、平成 28 年度に採択された 5 年間の補助事業であり、広島大学の 8 学部・
研究科および広島経済大学が参画している。交流先は 5 か国（カンボジア、ラオス、ミャ






	 平成 30 年度はカンボジア，ラオス，ミャンマー，ベトナム及びタイの 12 大学へ合計
50 名の学生（うち日本人学生 43 名）を派遣し、また、カンボジア，ミャンマー，ベトナ


























	 PEACE 学生交流プログラムにおける連携の 1 つとして、ビジネスや経営に強みを持つ
広島経済大学から特別に講師を招き、広島大学で学ぶ留学生および日本人学生に向けて、
ビジネスや経営に関するセミナーを英語で実施している。2018 年度は前期および後期にそ
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もにアイディアマイニングワークショップに参加する（引率教員がファシリテーションを
行う）。2018 年度からは新たに王立プノンペン大学とオンライン国際連携学習（COIL）











PEACE 学生交流プログラム HP 
http://peace-program.hiroshima-u.ac.jp/ 
 









1.	セミナー概要	 	 	 	 	
	 7 月 21 日から 8 月 2 日まで森戸国際高等教育学院にて海外日本語教員ブラッシュアッ
プセミナーを企画・運営した。本セミナーは 2018 年から始まり，今回で第 2 回目となる。































































































































































Hiroshima University Global Learning Institute）の開発と活性化活動の一環として、
2019年3月21日（木）から23日（土）にかけて行われたものである。（参照＜

































































Tsunematsu, Naomi (2018). "Multinational Students’ Voices in International Experiential 
Learning: Standpoint of Culturally Diverse Teams inside Power Relations in Japanese 
Society,” CHER (Consortium of the Higher Education Researchers) 30th Annual 
Conference, Conference Paper  
永井敦（2018）「BEVI によるショート・ビジット型留学プログラムの効果分析 : 「グロ
ーバル人材」は育成できるのか？」『広島大学留学生センター紀要』第 22 号，
pp.38-52 
永井敦（2019）「BEVI と IDI の比較 : その基本的特徴と妥当性に関するエビデンス」『広
島大学森戸国際高等教育学院紀要』第 1 号，pp.７-14. 
中川正弘 「Roland Barthes : Le Degré zéro de l'écriture −	日本語翻訳と文体の相対化 −」,
『広島大学フランス文学研究』第 37 号，2018 年，pp. 23-46 (広島大学図書館
リポジトリ登録公開版には補遺 34 頁付)
深見兼孝 「韓国語における듯이, 듯：半世紀の違い(?)」『広島大学森戸国際高等教育学
院紀要』第１号, 2019 年 3 月, pp.1-5 
深見兼孝 「現代日本語の「デ格人数構文」に関する一考察」『総合学術学会誌』第 18
号, 2019 年３月, pp.35-41（査読付き） 
柳本大地 「シャドーイングの初級日本語クラスの導入と経過」『広島大学留学生教育』 第
22 号，28-37，2018 年 
柳本大地 『2019 年	 日本語教育能力検定試験	 合格するための本』（区分 3 言語と心理），
76-89，2018 年（部分執筆） 
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２．学会発表	
Tsunematsu, Naomi, "Value of Educational Intervention in Cooperative Experiential Learning for 
Multinational Students in Study Abroad Programs in Japan”, 日本比較教育学会第
54 回大会, 広島大学, 2018 年 6 月 23 日 
恒松直美 「日本への留学後の再適応：逆カルチャーショック 」2018 年度春季 日本総
合学術学会大会（広島大学東千田町キャンパス）, 2018 年 6 月 30 日 
Tsunematsu, Naomi, “Reverse Culture Shock After Going Home from Japan: Holistic Picture of 
Study Abroad,” 留学生教育学会第 23 回年次大会(総会・研究大会), 広島大学, 
2018 年 9 月 8 日 
深見兼孝 「現代日本語の「名詞１のように＋連体修飾語＋名詞２」型の直喩表現につい
て」, 2018 年度日本総合学術学会春季大会, 広島大学（千田キャンパス）, 2018
年６月 30 日 
深見兼孝 「現代日本語の「デ格人数構文」に関する一考察」, 2018 年度韓国日本語学会
秋季大会, 中央大学校（韓国）, 2018 年９月 15 日 
深見兼孝・柳本大地 「初級日本語におけるシャドーイング：試験的実践報告と今後の方
向性」(科学研究費助成事業基盤研究 C（一般）18K00688), 2018 年度日本総合
学術学会秋季大会, 東京工業大学 CIC キャンパスイノベーションセンター, 




市），2018 年 11 月 24 日〜25 日 
徐婕・柳本大地・徐暢 「中国語を母語とする上級日本語学習者における中日 2 言語間の
同形動義語と異形語の意味処理について―単語―線画マッチング課題と視線
追跡法を用いた実験的検討―」，『第 29 回第二言語習得研究会（JASLA）全国
大会』, 鹿児島大学郡元キャンパス（鹿児島県鹿児島市）, 2018 年 12 月 18 日
〜19 日 











永井敦 広島大学平和企画 : 平成原爆焼の制作，粘土形成作業（被爆者と広島大学
PEACE 学生交流プログラム留学生の国際交流におけるコーディネート及び通
訳）, 広島原爆養護ホーム 舟入むつみ園, 2018 年 5 月 21 日～25 日 
永井敦 広島大学平和企画 : 平成原爆焼の制作，絵付け作業（被爆者と広島大学 PEACE
学生交流プログラム留学生の国際交流におけるコーディネート及び通訳）, 広
島原爆養護ホーム 舟入むつみ園, 2018 年６月 25 日～29 日 
永井敦 広島大学平和企画 : 平和に関する学生の意見交換会（日本人大学生及び留学生
の平和に関する意見交換会におけるファシリテーション及び通訳）, 広島大学
東千田キャンパス, 2018 年 8 月 6 日 
永井敦 広島大学平和企画 : 被爆者の方々と本学留学生の書道による交流（被爆者と広
島大学 PEACE 学生交流プログラム留学生の国際交流におけるコーディネート












(基調講演)，中国，2018 年 5 月 19 日  
迫田久美子	 「コミュニケーション能力を伸ばすには？」，第 2 回キルギス日本学・日本
語教育国際研究大会(基調講演)，キルギス，2018 年 8 月 25～26 日 
迫田久美子	 「学習者コーパス研究の可能性―日本語学習者のデータから学ぶ日本語の
教え方―」，西安日本語教師研修会(基調講演)，中国，2018 年 10 月 20 日 
迫田久美子	「学習者のデータから考える日本語教育―理論は実践に役立つか―」，国際
交流基金主催第四回シンポジウム「日本語教育の理論と実践を繋ぐ」(基調講
演)，2019 年 3 月 16～17 日  
恒松直美	「日本文化理解グループ・ワーク」，広島大学短期交換留学プログラム(HUSA)
オリエンテーション, 2018年9月27日
恒松直美	 “Success Tips: Connecting with People”，広島大学短期交換留学プログラム
(HUSA) 「グローカル・リーダーシップ実践研究プロジェクト : 大学と地域
の協働」，第1回中間発表会, 2018年1月24日 
恒松直美	 “What is Culture Shock?” 広島大学短期交換留学プログラム(HUSA) 「グロ
ーカル・リーダーシップ実践研究プロジェクト : 大学と地域の協働」，第2回
中間発表会, 2018年4月18日 
恒松直美	 “Preparing to Return Home: Reverse Culture Shock”，広島大学短期交換留学プ
ログラム(HUSA) 「グローカル・リーダーシップ実践研究プロジェクト : 大
学と地域の協働， 最終発表会, 2018年7月24日
恒松直美	 “Meaning of Experiential Learning and Cooperative Learning”，広島大学短期交
換留学プログラム(HUSA) 「グローカル・リーダーシップ実践研究プロジェ
クト : 大学と地域の協働」，プロジェクト企画発表会, 2018年12月12日
恒松直美	 広島大学附属高校スーパーサイエンス・ハイスクール, 英語合宿「異文化






Society・University・Local Society)」, 広島大学公開講座, 2018年7月3日, 7月10
日
永井敦	「World Englishes」（「国際交流会」における講演）, 広島県呉市立阿賀小学校, 2019
年 1 月 15 日 
永井敦	 「Global Englishes」（「分野別学習 : 言語学・文学分野」における講演）, 岡山
県立岡山大安寺中等教育学校, 2019 年 2 月 5 日 
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